
医師偏在問題につしTこ  

［現状］   

○医師総数は、毎年3，500人～4，000人程度増加。【平成10年24．9万人 平成16年27．0万人】   

○地域偏在の問題 西高東低の傾向。  

最大 徳島県  282．4人（対人口10万人）  

最低 埼玉県  134．2人（対人口10万人）   ※全国平均211．7人（対人ロ10万人）  

科別偏在の問題  

／川見科  緻出勤払【平成10年13，989人 平成16年14，677人】（6年間R乳9％増）  

対／川児1万人当たり数も増力ロ。【平成10年7．3人 平成16年8．3人】  

【平成10年11，269人 平成16年10，594人】（6年帯R浴．0爛  産婦人科■産科 総数ほ  
対出生1千人当たり数l出鼻ばしヽ。 【平成10年9．4人平成16年9．5人】  

［医師偏在問題につしT⊂の背景］   

○病院（勤務医）への夜間・休日患者の集中、病院勤務医の開業志向、病院勤務医の薄く広い配置による   

厳しし傾城蹄尭   

○臨床研修必修化、国立大学の独立行政法人イ比どの影響による大学医局の医白雨舵遣等の調整機能の   

低下  

○女性医師の増加（新規参入医師のうち、産婦人科では約72％カモ対生、小児科でも約45％が女性）  

○特l潮こおけるリスクの高まりと訴訟の増加lコ付する懸念  

○医療の急速な進歩と専門化、インフォームドコンセントの普及等を背景等とした書籍明責任の高まり   



～へき地等の特定地域や小児救急医療・産科医療等の特定分野での医師偏在問題への対応～  

・－…【対 応】  
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r一…【問題の背景】・－…－－－－…－－…－  

◇小児救急・産科の医療機能の集約化・重点化の推進  

◇夜間・休日等の小児救急医療を行う病院に対する運営費補  
助金の増額（H18）  

各病院に小児科医・産科医が  

1人ずつ配置されるなど広く薄  

い配置による厳しい勤務環境  

病院（勤務医）への夜間t休日  

患者の集中  

臨床研修必修化などの影響に  

よる大学医局の医師派遣等の  

調整機能の低下  

◇都道府県と地域の医療関係者（大学医局■大学病院等）との  

協議の場を制度化…医師派遣など実効性ある医師確保策を検討・実施  

女性医師（特に産科・小児科  

に多い）の増加  
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病院勤務医を中心とした医師 
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不足感の高まり  

¢H18改定における重点的評価～【診療報  

①椒兜医療に係番地域の中核的な病院  
②‡深夜の小児救急医療  

けるハイリスク分娩  
‾‾   

園高遠二高音姦壷壷転義右前議議議   



（北海道中空知地域）  医療資源の集約化の例  

「砂川市立帝鱒」l享産  

婦人科医を集約  

（4名体制に）  

■出産、入院治療、時間外救  
急対応、研修医師・看護師の  
教育・実習等の実施。  

t高度な医療の実施  

＜医療連携による役割分担＞  

【H16．10から】  

美唄市  

医療機能の充実による地域の診療レベル向上0  

他の2病院では、派遣医師による外来診療実施0  
限られた医療資源を効率的に活用。  

・これまで診療できなかった1β00g未満の未熟児の診療が可  

能（実際に妊娠28週1，020gの未熟児の診療も実施）  
札幌市や旭川市に行かなくても地域で診療可能0  

・勤務医の勤務環境の改善   

3つの市立病院に、産婦人科医が1～2名配  
置され、それぞれ分べんを実施。  

■各病院で医師確保に苦労  

■過重な勤務環境  



地域枠と連動した県の奨学金制度の例  

地域枠  奨学金制度   

大学名  

（入学定員）   
募集人員   応募資格   実施主体   対象者   対象人数   貸与額   返還免除   

県内の高等学校  入学料相当縫：   与期間の1．5倍の  
・県内高等学校卒業見込者  

国立・秋田大学   推薦入学枠30人   で、   
出身者で、将来県内  10人  28万2千円   

（95人）   のうち5人   ・卒業後県内の医療機繭へ  
秋田県    の公的医療機関等  機関等において医師の  

の就職を希望する優秀な者  
に勤務する意思が  業務に従事等の条件を  

ある者  15万円   満たす場合、全額免除  

・県内高等学校卒業者又は  
貸与期間の1．5倍の  

卒業見込看で、  
期間内に、貸与期間、  

国立・鳥取大学   推薦入学枠15人    ・県内の地域医療に貢献  
鳥取県   地域枠入学者   5人以内   

月額貸与額：  知事が定める病院等に   

（75人）   のうち5人以内  
したい強い意志を持つ、優秀  

12万円   おいて医師の業務に従事  

な者  
等の条件を満たす場合、  

全額免除  

・県内高等学校卒業者又は   入学料：28万円  

■ 
国立大学 

鹿児島県 地域粋人学者 2人 

（推薦すべて）、 

推薦できる、優秀な者  ／年（4～6年次）  



【特徴2】有給の長期自主研修を保証  

○給 与（自主研修期間）：市町村が支給（1，200万円程度／年（同上））  
○原則として2年間を1単位として、1生里幽 旦圭腰塵重握塵 0   

これを繰り返す（2単位まとめて、3年間勤務後、1年間の自主研修も可）0  

【特徴3】24時間365日支援  

○県の離島 ■へき地医療支援センター専任医師が、国立長崎医療センターの協力の下、  
派遣医師の相談にいつでも応じる（必要に応じ、診療応援や代診医としての支援も）0  

上記特徴により、離島勤務に際しての不安（専門外対応、離島勤務長期化、最新医  
学からの遅れ）を解消。現在量空地 0   




